
科目名称 臨床看護総論 
学年学期 単位数 時間数 

第 2 学年 前期 1 30 

担当教員 越智 明夏 
授業に関わる 

実務経験 

■ 有 （ 看護師   ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

病態生理に関する知識や看護学概論、基礎看護技術の学習内容を基盤に、健康障害をもつ対象者を理解し、健康状

態に応じた看護の考え方を学び、臨地実習や各領域看護学への学習に活用できることをねらいとする。 

 

【2】 学習目標 

1．看護の対象者を理解し、その問題を把握するための基本的知識を説明できる。 

２．継続看護の意義と方法を説明できる。 

３．健康障害の経過に応じた看護の特徴を説明できる。 

４．主要症状について基礎的知識を理解し、対象者への看護の方法を説明できる。 

５．治療・処置の方法を理解し、対象者への看護師の役割を説明できる。 

６．医療用機器の原理と取り扱いの基本を実施することができる。 

 

【3】 第 1 看護学科ディプロマ・ポリシーとの関連性 

■ １．生活者としての人間の理解 

■ ２．人間の生命、尊厳、権利を尊重した判断・行動 

■ ３．多様な価値観、共感的態度、倫理に基づいた看護実践 

■ ４．科学的根拠に基づいた看護実践 

■ ５．多職種との連携・協働 

■ ６．地域医療の理解と生活の支援 

■ ７．自己の資質向上のための主体的な学び 

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 基礎看護学での臨床看護総論の位置づけとこれから学ぶ内容 講義 

2 対象の理解 講義 

3 継続看護の意義と方法 講義 

4 健康障害の経過に焦点をあて、各経過の概念と特徴、看護の基本 講義 

5 主要症状を示す患者の看護（呼吸、循環） 講義 

6 主要症状を示す患者の看護（意識、消化・吸収障害） 講義 

7 主要症状を示す患者の看護（不安、起こりやすい症状・苦痛） 講義 

8 健康障害時の共通に行われる治療・処置における看護師の役割 講義 

9 
安静療法・食事療法・薬物療法・手術療法・放射線療法等の目的、適応、治療を受け

る患者の身体的変化、看護とその役割を学ぶ 
講義 

10 医療機器の原理と使用時の看護師の役割 演習 

11 事例に基づく看護方法① グループワーク 

12 事例に基づく看護方法② グループワーク 

13 事例に基づく看護方法③ グループワーク 

14 事例に基づく看護方法④ グループワーク 

15 試験・まとめ 

 

【5】 評価方法 

筆記試験と、授業・学習への取り組みで総合的に評価する。 

  

【6】 教科書 

香春知永：系統看護学講座 専門分野 基礎看護学４ 臨床看護総論（第 7 版） 医学書院 2022 （電子版） 

 

【7】 参考書 

随時提示する 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

 今まで学習してきた基礎看護学の内容を基盤にし、臨地実習や各領域看護学への学習に活用できるよう学びましょう。 


